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ドングリ銀行開設
知床の森から

今年も斜里ＩＮＴの知床ドングリ銀行が開設されま

した雪９月２１脚の|}M設式では、当センターから
２鍋のW､貝を派避し、約４０zi1iの町民とともにド

ングリを集めましたが、全員併せても１ｋｇに満

たない不作となりました。一方、ドングリを集計
する時間を利川して、当センター職員が植物タネ

槙型の作り方を子供たちに教えたところ大人気と
なり、大人も夢中になって遊んでいました．
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知床では少しIljに入れば
北海近森林管理凧北見分局１ 

．８ Ｉ まだクマゲラに逢うことが
〒O99-4113北海道斜里郡洞`里町本ＨＩＴ１１番地

できます．TolO1522-3-3009FAXO1522-3-3160 知床森林センター
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第３４回森とのふれあい句
ＩＯＩ１２２１Ｉ（I:l）に、鮒３４回森と

のふれあい『｢1然槻察会』を炎施しまし

た。今'''11;上野センターと斜里１１１｢知床1Ｗ物

鮒のj三Iildで行われ、１，J1ﾉﾘから７鍋の参jjⅡ

がありました。イベント箇所は斜里1'11内

の海岸沿いの保塗林で１．６ｋｍのコース

です爾

当１１は１Ｗ天に鰹まれ、魁下の落ち難を

雌み分けながら森の１１１に入りました。途
中でjWIl又lMii代の'''三漏跡、エゾモモンガの

巣穴、キノコの役捌、保安林のM1きなど

の脱Ｗｌを受け、赤いナナカマドの実や紅

莱遊楽しみながら２時illl余りをかけて森

を槻蕊しました。
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矢'口w｣[信蒙ﾐｨIrま篝壽総合学習の授業に参加 f￣ 
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紅葉の雄ｌｌｊです。llMもなく紅雄が過ぎ知似|ﾐの

I創然の営みは、さりげなく冬に入っていきます。

オホーツクの海は渡りのカモたちを憩わせ闘

い波を見せながらうねっている。まもなくオオ

ワシやオジロも北風に乗ってプ|&んで来ます。

今は動物達も冬支度に大忙し．今年は多くの１Ｍ

物の餌であるドングリの砿りが今一つです。

変わりに。クワやクルミ、キノコは磯作でｕＭ

物ばかりでなく人|Ｈ１も'１｣に入り秋の恵みにあず

かりました。

）肢しい知床の冬を乗り切るために、人のZl1Pな
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どWWって脇られないとでもいいたげ

に、エゾリスが忙しく木の集を迦んで

います。

縦日傭にも１０）１１３日初冠雪が見

られました。エゾシカの'ルき声が－届

物悲しく響き波ります。野生生命の

きらめきと剛1IMIにiMiち溢れた謝1床の

大自然をiMjれた楓光彩の姿も減り、ウ

トロの111｢は、オホーツク海に流氷が来

るまで、しばしの榊けさを取り戻しま

す。
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、し111の火･険は雄りで、現地は|)ilh‘iがI繭い
ため溌雨換嫌でした。参加瀞は北児ili、綱
'腱｢'7，斜里111｢からの２４鍋で、年齢は３１

歳から７１歳の”でした。

参』||ｲfは、・の洲から順に紬<h:つの沼、
水！(iiのミツガシヅなどi1,Ｍ;(の１１１１〔物をiill察し、
遊歩道沿いに赤い笈を|､1けたナナカマドな
どの脱明を受けて、勝が鋤Ｉ)''１１秘の様細を
｣,,Lせゐ終/｜【純l:IMjlで駿食を取りました。

Mlil:liU1をバックにIil念'伊典をHjhし、午後
から来た逝を折り返してf1ﾐ復６ｍ余りの行
礎を慨祭しました。

今l1ilば務砺樅.様で、Ｍりのj1k匹が兇渡せ
なかったことから参加薇の牌さんは、もう
・喚尺父の良い時に来てみたいと,Wiしてい

ました。

uB氏平０

｢植物観察。羅臼湖湖沼通Ⅷ
８月５１１，雌浜小学校の遠足が行われ、当セ

ンターよりIiili員を派迦し森林教塞を行いまし

た。

コースはポンホロ淵１脚コースで、当１１は天

候にもA1Kまれ生徒と先生あわせて１９鍋を衆1ﾉ､)

しました。

まず、サルノコシカケ（ツリガネクケ）が沢

山述なっている木を見ながらキノコは木を腐ら
せて上にかえすことを説明しました。

ミズナラとトドマツの木の前ではトドマツの

菰をみんなで探して、木はいかにして迷くまで

稲を飛ばすエ犬をしているのか繕えました。

聴診器で111Wの瀞を|ⅡIいた畔はみんな典剣な耐

持ちでIlMの瀞に艸:を澱ましていました。

木の粋にはセミの抜け殻がついており、こん

なに沢111の抜け機を見たことがないのか幾つ抜

け殻を見つけれるか数えたりしました。

コース途I|:Iには、ミズナラの大木もあり、太

さはどれくらいだろう？何歳くらいだろう？と

みんなで考え、巻き尺で太さを測り年ll1iiをM鮒Ⅲ

しました。クマの大きな爪痕を見た生徒は態

L一一，‐.．

９ハ２４１１（'1）に、第５４１｢jl嫌IiI《レクリエ
ーション・ｉｎ知床『械物観察・繩|訓M11iM1沼巡

１，ＪをIl11Miし書した。今回のイベントは、ｊＵＭ１ミ
lll儒からM1il;:1IlUlに３１<ｍlこがったlrljii沿いの人1:１
からMfl旨|洲に韮る遊歩jii船いにﾙﾊﾟｲ1ﾐﾘ-るiMl淵'１樅
をjliLながら股終Il1Mj｣ulの維償１１１ﾘ1に寵るコースで
す。

心しながら爪漉に触り、ｊｉ｢1床のクマの存在

を身近に膿じたようでした。

遊歩道怜いには腋々なキノコも見られ、

タケ糠を逆さまにした繊なホウキタケのｌｉｌ１

ｉ１１１を見てこれもキノコなの？と皿1M:深さ。

キノーを見つけるたびに「libっ１キノコ」

と叫んでいました。

ポンホ匡沼には水が無くなり－而に小さ

なシダ類が育ち、緑の広場のようになって

おり子供たちは虫を追いかけﾉ陰り剛り元気

いっぱいでした。
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1鰯扇国回森林1'ｸﾘｴｼﾖﾝ．i'１打1床

『紅藻の癖で森林浴。自然観蕊』
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第Ｚ１回「しれとご産業琴つ11」 森ｲilfﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ・injillMミ『紅娯の像で森｜:１；ケ、ムラツーキシメジ、クリタケがありiiXJ片が諭
稀・'11然臘察』を１０）’１２１１し|〈）にiHlllミがっていました。
１１|鰍lMl察戦櫛林で|Ⅲ１１Mしました。彩られた樵を歩きながら、｜＃Ｍ<の『iltj亀はｌｑｌ物

序円、'１１１は２３緒の参Ⅲ11となり、’1ﾘﾙﾋﾙ)いにやllilなどによって述くまで迦ばれることや、倒
<の蝋りでしたが所,Lr11f鼈が広がる火女(に水は澱を守り苛んでいること、イくの『･供達は森
なり、約５キロの111道を歩きながら秋のｊｉⅡの跡継ぎなど、インストラクターの解税をうな
Ｌ|：を楽しみました鮴ずきながら聴いていました。

館２１１１１１「しれと二瀧羅まつり」が

１０ｊｌｌｌｌ（Ⅱ）行わｵLました。、'111は

快llI1iにﾉILXまれ多くの人１１}で11辰わいまし

た。ｆもＭ[ぷlMjlliHでは趣ii1i]をこらし，地

元艦【W,のiW{介や企ＩＩＭ風などが売られ，ま

た、ニジマス，タコのつかみ取りやイベ

ントなどの催し物で近在の見物霧もあり

会場は大賑わいでした。

１１１センターと斜{｢し職林酬務所では今ｲ１２

も「Iiiiし物」で参川'し，多くの人逓が足

を1こめ好ilVでした。催し物は，（Ⅱ》|ﾐのmh

lllf物を紹介したプリントアウトしたハガ

キプレゼント，木の躯当てクイズ，森林

教室，ノL人切り体験，キノコ類の展示，

空中写典実体視です。

木の雌当てクイズは男女年齢を'''１わず

人気がありました。森林教室では子供た

ちに人黛があり，また，材料を係にと侍

､ 

コース途''1には1メートルを超えるミズ

ナラの火篠木も見られ、その雄人な鱒に参
加の皆さんは感動していました。

水のiii1iれたポンホロ沼の跡には彩られた
ヒメシダの絨毯が広がり参加瀞の'1を楽し

ませていました。ヒグマが樹木につけた大

きな爪疲もあり、ｊ《１１Mﾐの嫌に|】;心ヒグマの
in:在を岨じていたようでした。

コクワやヤマプドウも実り、ちょっと職

っぽい秋の味覚を楽しんでいました。

秋色に染まった水禽の向こうに1inを｣iLな
がら遊歩遊を歩き、コース総いにはムキタ

ち州る年配者もおりました。

ﾒし火切り体験では緋鯉かしぐ鰯を撮り奥<年配

瀞や１子供たちには物珍しさが多数の参』11を呼

んだようです。緑の法被姿で今日一｢I大忙し

のセンター職員でしたが，１Ｍ叫物を通し「知床

の嫌」の理解を深めるがrEとしてアピールする

ことが出来たようです。


